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第３四半期の総括
１ ．第３四半期業績（連結）（4～12月）

売上高：６１３億円（対前年同期比＋８％）
営業利益：１７億円（対前年同期比△４億円）
経常利益：△２億円（対前年同期比△４億円）

２ ．売上動向
事業別：計測器は対前年同期比＋１３％

情報通信は対前年同期比△7％
地域別：海外は堅調

３ ．通期業績見通し
売上高：９１０億円 （前回予想比△４０億円）
営業利益：４０億円（前回予想比△１０億円）

計測器は予定通り（売上高６４５億円、営業利益４５億円）
旧NetTestとの統合計画は予定通り進捗
情報通信機器は大幅減少（売上高７０億円、営業利益△１７億円）

注）旧NetTestは現在Anritsu A/Sに社名変更
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第３四半期（4～12月）業績概要
単位：億円 ( )は前年同期比増減額 △：損失(1)損益およびキャッシュ・フロ－

(2)事業セグメント別（連結）

　　　　当第３四半期（4～12月） 　　　前第３四半期
連結 単独 連結 単独

売上高 613 (+45) 295 (-19) 567 314
営業利益 17 (-4) △ 10 (-13) 21 3
経常利益 △ 2 (-4) △ 20 (-21) 2 0
税引前利益 △ 1 (-2) △ 20 (-22) 1 2
当期純利益 △ 15 (-15) △ 23 (-26) △ 1 3

ＦＣＦ △ 68 (-110) 42

　　　　当第３四半期（4～12月） 　　　前第３四半期
売上高 営業利益 売上高 営業利益

計測器 450 (+51) 26 (+2) 398 24
情報通信 33 (-2) △ 14 (-3) 35 △ 10
産業機械 85 (+0) 3 (-4) 84 6
その他 45 (-4) 1 (+1) 49 0

　計 613 (+45) 17 (-4) 567 21

単位：億円 ( )は前年同期比増減額 △：損失

（注）計測器の当第３四半期には、旧NetTestの売上高30億円、営業利益△4億円を含む

(注）値はそれぞれの欄で四捨五入している
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第３四半期（10～12月）業績概要
単位：億円 ( )は前年同期比増減額 △：損失(1)損益およびキャッシュ・フロ－

(2)事業セグメント別（連結）

　　　　当第３四半期（10～12月） 　　　前第３四半期
連結 単独 連結 単独

売上高 225 (+39) 92 (-13) 186 105
営業利益 6 (-7) △ 2 (-9) 13 7
経常利益 4 (-3) △ 1 (-9) 7 8
税引前利益 5 (-4) △ 1 (-9) 9 8
当期純利益 △ 2 (-11) △ 3 (-12) 8 9

ＦＣＦ △ 4 (-7) 3

　　　　当第３四半期（10～12月） 　　　前第３四半期
売上高 営業利益 売上高 営業利益

計測器 179 (+45) 12 (-3) 134 15
情報通信 10 (-3) △ 5 (-2) 13 △ 2
産業機械 22 (-3) △ 2 (-4) 25 2
その他 15 (+1) 1 (+3) 14 △ 2

　計 225 (+39) 6 (-7) 186 13

単位：億円 ( )は前年同期比増減額 △：損失

（注）計測器の当第３四半期には、旧NetTestの売上高30億円、営業利益△4億円を含む

(注）値はそれぞれの欄で四捨五入している



5

112

8
20
15

152

15

39

20

134

13
25
14

154

52

38

29

111

7
24
13

161

17

39

18

179

10
22
15

0

50

100

150

200

250

300

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

その他

産業機械

情報通信

計測器

億円

154

273

155

227

186

234 225

0
-5

-2

0

8

-3

6

2

15

-2

2

-2

18

0
4

6

-5

-5

-1

0

18

-3

6

1

12

-5

-2

1

-30

-20

-10

0

10

20

30

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

その他

産業機械

情報通信

計測器

億円

△6

13

28

△11

13

22

6

売上高 営業利益
FY2004

事業セグメント別業績（連結）

FY2005 FY2004 FY2005



6

60

126

79

183

72

137
99

178

72

25

82

137

34

32

30

32

3028

22

32

32

48
20

26

19

31

24

2424

19

27

21

45

37

30

35

3128

34

29

44

32

36
48

0

100

200

300

400

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

アジア他

ヨーロッパ

アメリカ

日本

地域別売上高推移 （連結）

FY2003 FY2004 FY2005

億円



7

113 113
141

108
131

147 144 135 137

25

157
182

13

16

15

4028

23
14

27 34
10

12

24

37
3336

23

28

26 34

31

35

17

15

16

21 11 21 26 16

2017
16

0

50

100

150

200

250

300

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

その他

産業機械

情報通信

計測器

セグメント別受注推移 （連結）

223

億円

194

FY2003

220

240

FY2004

166

198

FY2005

198 202 199 213 214

うち、
旧NetTest
の受注は
28億円



8

営業外・特別損益概要（連結）
（百万円）

当第３四半期 前第３四半期
（4-12月） （4-12月）

営業利益 1,655 2,058

金融収支 △ 684 △ 645
棚卸資産評価損等 △ 1,115 △ 1,050
為替差損益 520 △ 100
その他 △ 572 △ 72

営業外損益計 △ 1,851 △ 1,867

経常利益 △ 196 191

固定資産売却損益等 150 △ 15
その他 △ 19 △ 37

特別損益計 131 △ 53

税引前利益 △ 64 138

△：損失

為替レート（ドル円）：1$=107円（4月初）、115円（12月末）

(注）値はそれぞれの欄で四捨五入している
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連結キャッシュフロー概要

その他    　6

減価償却   26

棚卸資産　△13

税引前利益　 △1

設備投資 △12

仕入債務  △25

売上債権   26

固定資産売却　5

借入金   △8

配当金   △10

その他　△2

新規子会社取得
 △79

営業CF 19 投資CF △88 財務CF △17

内訳

当第３四半期（4-12月）
①営業CF：１９億円
②投資CF：△８８億円
③財務CF：△１７億円

フリーキャッシュフロー
（①＋②）： △６８億円

現預金の期末残高
２５１億円

単位：億円 △：減少

(注）値はそれぞれの欄で四捨五入している
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2006年３月期 年度業績見通し
[連結は旧NetTestを含む]

(1)損益及びキャッシュ・フロー

(2)事業セグメント別（連結）

連結 単独 連結 単独

売上高 910 (+70) 470 (-27) 840 497
営業利益 40 (-9) 5 (-14) 49 19
経常利益 10 (-10) △ 12 (-23) 20 11
税引前利益 10 (-11) △ 12 (-24) 21 12
当期純利益 △ 3 (-16) △ 9 (-22) 13 13

ＦＣＦ △ 70 (-152) 82

当期見通し 前期実績

売上高 営業利益

計測器 645 (+93) 45 (+3) 552 42
情報通信 70 (-17) △ 17 (-7) 87 △ 10
産業機械 125 (+3) 8 (-2) 122 10
その他 70 (-8) 4 (-2) 78 6

　計 910 (+70) 40 (-9) 840 49

 営業利益売上高
当期見通し 前期実績

単位：億円 ( )は前期比増減額 △：損失

単位：億円 ( )は前期比増減額 △：損失

(3) 配当 １株につき７円（うち期末配当3円）の予定

(注）値はそれぞれの欄で四捨五入している
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事業セグメント別業績見通し（連結）
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2006年３月期 年度業績見通しの比較（参考）

FY2004

連結実績

FY2005

連結予想

旧NetTest

含む

FY2005

連結予想

旧NetTest

含まず

FY2005

連結予想

10/25

旧NetTest

含む

FY2005

連結予想

10/25

旧NetTest

含まず

840 910 860 950 900
49 40 50 50 60
20 10 20 20 30
21 10 20 20 30
13 △ 3 7 10 20
82 △ 70 N/A △ 79 N/A

売上高 552 645 595 645 595
営業利益 42 45 55 45 55
売上高 87 70 70 100 100
営業利益 △ 10 △ 17 △ 17 △ 9 △ 9
売上高 122 125 125 135 135
営業利益 10 8 8 10 10
売上高 78 70 70 70 70
営業利益 6 4 4 4 4

売上高

営業利益

経常利益

税引前利益

フリーキャッシュフロー

産業機械

その他

当期純利益

計測器

情報通信

単位：億円



14

・アンリツの目指す方向

・旧NetTestとの統合の推進

・情報通信機器事業の抜本改革

・グローバル化の更なる推進

・世界の開発拠点の拡大とローコスト生産への

取り組み

・来期の市場状況、ビジネスチャンス

今後の事業展開
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アンリツの目指す方向

市場

計測ソリューション

事業構造改革

IP
ネットワーク

3G
モバイル

FMC

ネットワーク
エレメントの計測

ネットワーク
エレメントの計測

サービス
アシュアランス

＋

計測器事業計測器事業

情報通信機器事業情報通信機器事業

計測器事業の
強化

Fixed Mobile Convergence
Next Generation Network

現在 将来

（オールIPネットワーク）

ネットワークモニタリング
サービス

SDH、IP、光、ワイヤレス
（3G、Beyond 3G）などの

インフラ、端末装置の開発、
製造、保守用計測器

NGN
Service Integrated

Network

分社化・スリム化
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営業組織をアンリツに統合→営業力の地域的補完

営業、コーポレート部門の重複人員整理→固定費圧縮

開発シナジーを創出：３Gワイヤレスネットワークモニタリングなど

旧NetTestとの統合の推進

光・デジタル・IP計測器光・デジタル・IP計測器

光フィールドテスタ光フィールドテスタ

プロトコルテスタプロトコルテスタ

ネットワークモニタリングネットワークモニタリング

アンリツ

旧NetTest

アンリツ

光・デジタル・IP計測器

グループ
光・デジタル・IP計測器

グループ

サービスアシュアランス
グループ

サービスアシュアランス
グループ

事業部の統合と最適化

第1次統合2005年11月完了・最終統合2006年3月完了予定
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情報通信機器事業の抜本改革

１．事業再編の骨子
• 採算性の悪化が加速した情報通信機器事業を縮小・再編
• 情報通信アクセス事業と、サービス・アシュアランスビジネス

（旧NetTestとのシナジー）への展開推進

２．組織改革
• 従来分散していた事業部門を統合・集約し、独立採算を徹底させる

ことを目的に分社化
• 売上高に見合った規模にスリム化するとともに、計測器事業を中心

とした成長部門へのリソースシフト

３．収益改善策
• システムエンジニアリングリソースの集約により技術力・営業力を向

上し映像配信事業を更に強化
• スリム化集団による自立即断型経営
• 固定費削減による従来事業の収益改善



18

グローバル化の更なる推進

58%

15%

12%

15%

51%

18%

14%

17%

地域別連結売上分布
FY2004 FY2005

Japan

Americas

Europe

Asia
Asia

Europe

Americas

Japan

840億円 910億円（見通し）

・販売体制を、製品群別および主要なグローバル顧客別にサポートできる
ようにマネジメント。

・グローバルなテクニカルサポート体制を構築。

日本、中国にサポートセンターを設置、米国、欧州はサポート要員配置。

インドにもオフィス開設。３G開発用テスタの顧客サポート提供。
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Denmark
Monitoring 
Protocol

France
Optics
Digital

Italy
Monitoring

NY
Optics 
Digital 

IP

Japan
RF

Mobile
Optics 
Digital 

IP

India
Software 

subcontractor

Czech
Software 

subcontractor

CA
Microwave

RF
mobile

UK
RF

Mobile

China 
PKG 

assembly

R&D, manufacturing

R&D

Subcontractor

最適なソリューションをグローバルに展開するための開発および製造体制

TX
Mobile

China
Technical 
Support 
Center

世界の開発拠点の拡大とローコスト生産への取り組み

Singapore
Assembly 

subcontractor



20

来期の市場状況、ビジネスチャンス

• ３Gの普及

海外：欧米の加入者増加、中国のライセンス

日本：新規参入事業者、ナンバーポータビリティー

• 地上波デジタル放送（ワンセグ）、DVB-T/Hなど

放送と通信（移動通信）との融合

• 次世代高速ワイヤレスアクセスの開発

• 映像配信ビジネスの拡大

• 次世代通信インフラ（NGN）への投資

• サービスアシュアランスへの需要増
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付録（参考）
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Triple Play
Service

GE-
PON

FTTH

Metro

IP

IP

All IP Network
(AIPN = NGN*)

IP

IP

Network

10GbE

IP テスタ
メトロ及びアクセスネットワークの品質評価

光フィールド計測器
光ファイバーネットワークの建設・保守をサポート

光・IPネットワーク用計測ソリューション

*NGN=Next Generation Network

・旧NetTestとのシナジーで、IPネットワーク、光アクセス系のトータル
ソリューションを創出

計測器事業の取り組み : ALL IP ネットワーク

ネットワークモニタリング
サービス
サービスアシュアランス事業の展開

世界シェア
No.1
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通信事業者とのパートナーシップに基づく、包括的ネットワーク品質モニタリング
と最適化サービス

ネットワークモニタリングサービス

計測器事業の取り組み : サービスアシュアランス

ワイヤレスネットワーク
モニタリングシェアNo.2
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３GおよびBeyond 3G用計測器
・開発用、製造用、保守用に幅広く製品展開

・３G、3.5G(HSDPA、HSUPA)の開発用、端末認証用計測器で世界No.1継続

・アジア（台湾、中国）での３G端末製造用テスタの本格的展開

・端末サービス用テスタのグローバル展開

・顧客へのテクニカルサポートの強化

Wireless IP Accessへの対応
・W-LAN、WiMAXなど、ブロードバンドワイヤレス対応

Mobile

3G/3.5G開発用テスタ

サービス用テスタ

製造用テスタ

世界シェア
No.1

計測器事業の取り組み : ワイヤレス（1/2）
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無線インフラ向け計測器（ハンドヘルド製品）
・競争力のある製品の継続的市場投入により

更なる成長を目指す
・無線インフラ建設・保守用の“サイトマスタ”、“スペクトラムマスタ”

・２G、３G携帯電話基地局用の“セルマスタ”、“UMTSマスタ”

・デジタル放送用など特定用途向けハンドヘルド製品の充実

・基地局の光アクセスネットワーク用の“アクセスマスタ”

WiMAX, W-LAN
Access Point

IP

Mobile UE

IP
W-PAN

Ad Hoc Net

サイトマスタ スペクトラムマスタ

世界シェア
No.1

計測器事業の取り組み : ワイヤレス（2/2）
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注記

本資料に記載されている、アンリツの現在の計画、戦略、確信などのうち、歴史
的事実でないものは将来の業績等に関する見通しであり、リスクや不確実な要因
を含んでおります。将来の業績等に関する見通しは、将来の営業活動や業績に関
する説明における「計画」、「戦略」、「確信」、「見通し」、「予測」、「予想」、「可能性」
やその類義語を用いたものに限定されるものではありません。実際の業績は、さま
ざまな要因により、これら見通しとは大きく異なる結果となりうることをご承知おきく
ださい。

実際の業績に影響を与えうる重要な要因は、アンリツの事業領域を取り巻く日本、
米州、欧州、アジア等の経済情勢、アンリツの製品、サービスに対する需要動向や
競争激化による価格下落圧力、激しい競争にさらされた市場の中でアンリツが引き
続き顧客に受け入れられる製品、サービスを提供できる能力、為替レートなどです。

なお、業績に影響を与えうる要因はこれらに限定されるものではありません。また、
法令で求められている場合を除き、アンリツは、あらたな情報、将来の事象により、
将来の見通しを修正して公表する義務を負うものではありません。


